
熊 本 大 学 教 育 実 践 研 究 第36号,259-265,2019

インテ リアに関す る家庭科住居領域での

学習 と単身大学生の居住実態

　 ユ*2

中 迫 由 実 ・松 本 彩 菜

A report on the living situation of University students

living alone and their learning experience about interior design

Yumi NAKASAKO and Ayana MATSUMOTO

1は じめに

1人 暮 らしをす る大学生の多 くは,経 済的な理 由

や通学等条件により,ワ ンルームで生活 しているこ

とが多い.し か し,大 学生の部屋作 りに関する経験

は浅 く,1人 暮 らしを始める大学生は,試 行錯誤 し

なが ら部屋を作 っていると考えられる.ま た,最 近

インテ リアには安価 なものもあり,大 学生でも部屋

作りを楽 しむための選択肢が増えている.高 等学校

までの家庭科住居領域でインテ リアにっいて学ぶ機

会があれば,住 まいへの関心が高まることが期待で

きる.

高等学校家庭科住居領域のインテ リアに関する内

容はかっては,部 屋の装飾や間取り,各 部屋の配置,

さらに設計などの実践的な内容が扱われていたが,

平成になると,高 等学校家庭科は3っ の科 目か ら1

科 目選択する形式を取 り始めた.「生活デザイン」

などでインテ リア計画に関する内容が扱われている.

しか し,「家庭基礎」や 「家庭総合」の住居分野で

は,イ ンテ リアデザインに関する内容は部分的に扱

われているのが現状である.

1人 暮 らしの大学生の住まいを訪問 しどのよう

にインテリア計画を実行 したかその実態を把握 し,

高等学校家庭科住居領域で習得 した知識やインテ リ

ア計画の知識習得に対する要望にっいて調査 した結

果を報告する.本 報告での 「インテリア」とは家具 ・

照明 ・カーテンなどの室内装飾品のことを指 し家電

などは含めない.

2調 査の概要

訪問調査 に協力が得 られた31人 の1人 暮 らしの

大学生に対 して,ヒ ア リング調査,室 内の家具等の

配置 図の作成,ま た了承を得た場合写真撮影 を行 っ

た.イ ンテ リア等 の知識 にっ いて も合わせ て回答 を

求めた.調 査期 間は2013年9月 ～12月 であ る.

ヒア リング項 目は 「イ ンテ リアの種類 ・購 入」,

「配 置 ・カラー コーデ ィネー ト等」,「イ ンテ リアへ

の興味 ・満足度」,「インテ リアに関す る情報 」 の4

項 目で構成 されて いる.

「知識確認 シー ト」 によ り,高 等学校 家庭 総合 の

教科書 に記載 されてい る住居分野 に関す る用語の知

識を4段 階で評価 した.

3回 答者の属性

回答者 の性別 は,男 子が15人,女 子 が16人,合 計

31人 で,学 部 は,教 育学 部が16人,法 学部 が7人,

工学部が4人,理 学部 が2人,医 学部 が2人 で ある.

配置替 えの有 無や インテ リアの購 入回数,イ ンテ リ

アに対す る意識 は,1人 暮 ら し歴 によ って変化す る

と考 え られ るため,1人 暮 ら しの経験 が浅 い1年 生

は調査 対象外 と した.回 答者 の学年 は,2年 生が4

人,3年 生が2人,4年 生が25人 で あ る.対 象者 の

居住年 数は,4年 目が20人,3年 目が1人,2年 目

が6人,1年 目が4人 であ る.な お1年 生 は調査対

象外 と したが,在 学途 中か ら1人 暮 らしを始めた回

答者や,部 屋 を引 っ越 した 回答者 が数人 いたため,

居住1年 目の回答者 もいる.

*1熊 本大学大学院教育学研究科

*2出 水市立出水小学校

4高 等学校までの家庭科住居領域での

学習実態

4.1住 居領域での知識の習得状況

「知識確認 シー ト」 によ り,住 まいに関す る知識

を どの程度有 して いるのか調査 した.

高等学校家庭総合の教科書 に記載 されて いる住居

分野 に 関す る用 語 にっ いて,「1.聞 いた ことがあ

り,説 明で きる」 「2.聞 いた ことがあ り,な ん とな
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図1高 校家庭科の住居分野に関する知識(N=31)

く説 明で きる」 「3.聞 いた ことはあ るが説 明で き

ない」 「4.知 らない,聞 いた こ とが ない」 の4つ

の選択肢 を提示 した.用 語は図1に 示す とお りであ

る.

「換気」や 「結露 」,「バ リアフ リー」 な どは 日常

の生活 の中でよ く耳 にす る用語で あ るので,全 員が

「1.聞 いた ことが あ り,説 明で きる」,ま たは 「2.

聞いた ことがあ り,な ん とな く説 明で きる」 と答 え

ていた.一 方で 「4.知 らない,聞 いた ことが ない」

との 回答 が最 も多 か った用 語 は 「動 作 寸法 」 で,

87.1%(27人),次 いで 「ゾーニ ング」80.6%(25人),

「起居様 式」74.2%(23人)で あ った.

4.2高 等学校 家庭科住 居領域 でのイ ンテ リアに

関する学習内容 と学習内容へのニーズ

高等学校 の家庭科 で,イ ンテ リアに関す る授 業が

「あ った」 は32.3%,「 なか った」が41.9%,「 覚 えて

い ない」 が25.8%で あ った.具 体 的 な内容は,複 数

回答で 「家具 の配置」 が3件,「 間取 り図の見方」

が4件,「 風通 し」 が4件,「 採光」 が3件 であ った

(表1).イ ンテ リアに関わ る内容が一部含 まれてい

表1高 等学校家庭科のインテリアに関する授業で

習 った内容

4年 ・男 風 通 し(3),換 気,家 具 の 配 置(3),模 型 を 作成

した,間 取 り図 の 見 方(2),家 の 敷 地 面積 な ど,

気 候 に よる 家 の 特徴,採 光(2),バ リア フ リー ・

ユ ニ バ ー サル デ ザ イ ン

4年 ・女 間取 り図の見方(2),動 線,換 気,掃 除,子 ども

に配慮 した家具について,カ ーテンの機能

3年 ・女 風 通 し,採 光

2年 ・女 自分の家の間取 り図を描 く

た もの の イ ンテ リア の授 業 を受 けた 回答者 が3割

程度で あ った ことか ら検討 の余地 があ ると考 える.

また ヒア リング調査を行 って いる際の大学生の様子

か ら,住 居分野 の学習 内容が大学生 の記憶 に残 って

い ない と思われた.

高等学校家庭科 の住居分野で,学 習 したか った こ

とが 「あ る」 と回答 したのは80.6%で あ った.具 体

的 な内容 は,「(家 具)配 置 の仕 方,部 屋 づ くり」

が6件,「 カ ラー コー デ ィネー ト」 が5件 で あ った

(表2).学 習 した 内容 の中か らは1人 暮 ら しの生活

に関係す る内容はあ まり多 くない ことがわか る.教

科書 で扱 う内容 は家族 での生活 を 中心 と してお り,

1人 暮 ら しを始め る際の住 まい の選択や部屋 づ くり

の 内容が十分で ないことがわか る.

表2高 等学校家庭科住居分野で学習を希望する内容

4年 ・男 *整 理 整 頓,掃 除(2),部 屋 づ く り,カ ラー コー

デ ィネ ー ト(2),ブ レー カー につ い て,家 ・家 具

選 び の重 要 性,住 ま い参 観,風 通 し,配 置 の仕

方,動 きや す く過 ご しや す い方 法

4年 ・女 収納 の仕方,間 取 り図の見方,1人 暮 らしの始 め

方(2),カ ラー コーデ ィネー ト,地 震 につ いて,

契約手順,敷 金礼金 システ ム,部 屋 を広 く見せ る

方法,部 屋選び の際気 をつ けるこ と,部 屋別 の長

所短所,イ ンテ リアの選び方,ス タイル別 の見

本,風 通 し,コ ンセ ン ト位置 の確認,掃 除,配 置

の仕方

3年 ・男 カ ラー コー デ ィネ ー ト

2年 ・女 (家 具)配 置 の仕 方(2),カ ラー コー デ ィネ ー

ト,採 光

2年 ・男 1人 暮 らしにつ いて,家 具 の配置 の仕方,空 間を

広 く見せ る方法
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5.1人 暮 ら しのイ ンテ リアの実 態

5.1調 査対象者の部屋の広 さ

部屋 の家具等 の配 置が可能 な箇所 を測定 した.測

定対象 は,ク ローゼ ッ トや ロフ トなどを除 いた,家

具 な どを配 置 で き る部 分 で あ る.部 屋 の 広 さ は,

10.00㎡ ～14.99㎡ が最 も多 く25人 で,20.0㎡ 以上 は1

人であ った.

5.2イ ンテ リア計画につ いて

5.2.1入 居時 部屋作 りに あた り参考に した もの

普段の生活 の中で インテ リア に関す る情報を得て

いた のは,48.4%(15人)で あ った.情 報 入手 の頻

度や手段,具 体 的 な内容 は,「 店 舗で家 具を見 る」,

「イ ンターネ ッ トで部 屋 の配 置例 な どを見 る」,「雑

誌で部屋の写 真を見 る」 とい う回答が多か った.

現在の部屋 に入居 した際 に参考 に した ものがあ っ

た と回答 したの は,58.1%(18人)で,具 体的 に参

考 に した もの は,40.0%が 親 や兄 ・姉 な どの 「家族

の意見」,「生協 」が24.0%,「 雑誌」,「ネ ッ ト」 はそ

れぞ れ8.0%で あ った.部 屋探 しや 家 具 の配 置 な ど

を経験者の意見を参考 に して部屋作 りを行 ってい る

ことが分か る.

5.2.2所 有イ ンテ リア

対象の大学生の部屋 にあ る家具やその他 インテ リ

アにっ いて実態 を把 握 した.調 査項 目は図2の 通 り

であ る.調 査で は部屋 を上か ら見た ときに存在 が確

認で きるイ ンテ リアのみ カウ ン トした.ベ ッ ド下 な

どの収納 ケー スや,押 し入れ 内の インテ リア,ロ フ

ト,壁 に沿 った洋服掛 け,突 っ張 り棒,所 有 してい

るが使 ってい ない インテ リアは除外 した.

ここで,「 本人所有 イ ンテ リア+備 え付 けイ ンテ

リア=所 有 イ ンテ リア」 と表す.対 象学生31部 屋 の

所有 イ ンテ リアの平 均は1人 につ き11.6個 であ った.

また,最 大数 は17個,最 小数 は6個 で あ った.こ の

うち,備 え付 けのイ ンテ リアがあ る部屋が18部 屋 あ

り,平 均 は1人 にっ き1.1,最 大数 は5個 であ った.
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図2各 イ ンテ リア の所 有 状 況(N=31)(単 位:人)
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この備 え付 け イ ンテ リア の最大数5個 の学 生 は家

具家電付 きアパ ー トに居住 していた.本 人所 有 イン

テ リア数 は,1人 にっ き平均10.6個,最 大 数16個,

最小数6個 であ った.

各 イ ンテ リアの種 類別でみ る と,「 カーテ ン類」,

「照 明」 は全員が所 有 して お り,そ の うち,「 照 明」

は51.6%(16部 屋)が 備 え付 けであ り,最 も備 え付

け率が 高い.ま た,「 テーブル(こ たっ)」 や 「カー

ペ ッ ト ・絨毯」 も,ほ とん どの 回答者 が所 有 して い

た.

現在の部屋 に入居後 しば ら くしてか ら買 い足 した

インテ リアがあ るか尋ねた ところ,77.4%が 「あ る」

と回答 した.具 体的 には,棚 類 が最 も多 く,教 科 書

などの物が増えた ことが理 由と して多 くみ られた.

5.2.3家 具配置への こだわ り

配置へ の こだわ りは,71.0%が 「あ る」 と答 えた.

具体 的 には,「 家具 を壁側 に寄せ た」,「ベ ッ ドの 向

き」 に関す る回答 が多 く挙 げ られた(表3).ワ ン

ルー ムを用途 ごとにゾー ン分 け してい るものや,機

能性を重視 した配置や動線を意識 した との 回答 もみ

られた.季 節 の変化 に合わせて イ ンテ リアを 「変え

る」 のは51.6%で あ った.具 体 的には,「 カーペ ッ ト

をかえて こたっを 出す」が最 も多か った.

表3配 置へのこだわ り

4年 ・男 遊び スペー ス と勉強 スペー スを分 けた

4年 ・男 ス ッキ リす るよ うに した

配置 を決 める時,寸 法 を測 った り紙 に書い た りし

た

4年 ・男 机(学 習机)の 置 き場所(壁 側 を向くとや る気 が

なくなる と本で読ん だこ とがあるので部屋 を見渡

せ るよ うに配置)

4年 ・男 ベ ッ ドの置 き場所(以 前 スペー スがL字 型 になる

よ うにベ ッ ドを置い ていたが狭 かった,正 方形 の

スペー スを作 りたか ったか ら)

4年 ・男 本棚 の置 き場所 寝 たまま本が とれ る位置

4年 ・男 ベ ッ ドの位置 を考 えた

4年 ・男 見 た 目(汚 くならない よ うに),使 いやす さ(こ

こに置 いた ら物 が とりやす い等)

4年 ・男 なるべ く部屋 を広 く使 えるよ うに配置 した

4年 ・男 寝 る場 所に 日が 当 らない よ うに した.机 に向か っ

た らPCも 使 え勉 強 もできTVも 見 られ る位置 にし

た

4年 ・女 部屋 のイ メー ジは していた ベ ッ ドの向きを考 え

た

4年 ・女 邪魔 にな らない よ うに壁側 に全部寄せた

4年 ・女 結構配置を替えて楽しむ

4年 ・女 端 に家具 を置 く
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4年 ・女 スペ ー ス を2っ に分 け た(勉 強 と くっ ろ ぐスペ ー

ス)

4年 ・女 動線(前 回の配置 では ソフ ァーが邪魔 で通 りに く

かった)

4年 ・女 ベ ッ ドの置き場 に困って折 りたたみに した

4年 ・女 家具を壁側に寄せた

3年 ・女 家 具を壁側 につける,ベ ッ ドは玄関か らなるべ く

見えないよ うに した

3年 ・男 寝 る場所 にクーラーが当た らないよ うに した

2年 ・女 ベ ッ ド下 に収納 スペ ースが ある と聞いていて,服

は入 った.し か し,他 の ものが入 らず棚 に収納 して

いる

2年 ・男 ベ ッ ドの向 きを夏 と冬で替 え る(夏 はベ ッ ドに 日

が当 らない ように)

2年 ・男 本棚 が出窓にかか らないよ うに

5.2.4家 具配置の決定

家具 を購入 した り配置を決定 した りす る際 に,部

屋や家具 の寸法 は測 ったか尋ね たと ころ,部 屋 の寸

法 を計測 して いたのは67.7%,家 具 の寸法 の計測 は

58.1%で あ った.部 屋 と家 具の両方 の寸法 を測 った

学生 は,51.6%(16人)で あ った.ま た,部 屋 の寸

法 を測 らなか った と回答 した学生10人 の うち8人

(25.8%)は,家 具 の寸法 も測 って い なか った(図

3).

また,配 置 を決め る際,紙 等 に書 いて イメージ し

たか25人 に尋ね た ところ,76.0%(19人)が 紙等 に

は書いてお らず,そ の うちのほ とんどの学 生が配置

を決め るにあた り 「頭の 中で考 えた」,「家 具を動 か

しなが ら考えた」 と回答 した.

コンセ ン トとス イ ッチの位置 の確認 にっ いて は,

質問 した30人 の うち29人 が確認 を して いた.
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部屋の寸法を測っていない 部屋の寸法を測った

□家具の寸法を測っていない □家具の寸法を測った

図3部 屋の寸法測定と家具の寸法測定

5.2.5家 具配置 を決定す る際に困 った こと

配置 を決定す る際,困 った ことが あ った と回答 し

た のは77.8%で,具 体的 な内容 は表4に 示す通 りで

あ る.回 答 内容 を分類 す る と,「 部屋 の広 さに関 し

表4家 具の配置等を決める際困ったこと

学年 ・性別 具体的内容

4年 ・男 人 がた くさん部屋 に来 る とベ ッ ド横 が狭 くなる

4年 ・男 ふ とんを敷 いて寝 るので,周 りは家具 に囲まれ て

圧迫感 がある

4年 ・男 窓 が3枚 あ り,カ ー テ ン が足 りてい ない

4年 ・男 コンセ ン トの位置が2か 所 しか ない

4年 ・男 TVの 位 置(コ ンセ ン ト)と ロ フ トの は しご の位 置

4年 ・男 備 え付 けのカウンター台 が邪魔

4年 ・男 家具 な ど引きず った ら音 が大 きく出る物 を ど うす

るか

4年 ・女 TVの 位置 はコンセ ン ト位置 が決 まってい るた め,

範 囲が限 られ る

4年 ・女 家 具を買いに行 った時に,サ イズや色 が合 うのが

無 かった

4年 ・女 備 え付 けの物が多 く,家 具 の順番等 どこに何 を置

い て良いか全 く分か らなかった

4年 ・女 家具を動かすのが大変

4年 ・女 鏡 だけ背 が高 く,ど こに置 くか迷 った

4年 ・女 部屋 が狭い,横 幅が もっ と欲 しい

4年 ・女 部屋 は狭い のに物 は多 い

4年 ・女 ベ ッ ドが部屋 に収 まらない

4年 ・女 ベ ッ ドの置 き場所

4年 ・女 ベ ッ ドと机 の位置 をど うす るか

3年 ・女 3段BOXを 縦横 どち らにす るか

2年 ・男 ソ フ ァー 横 のス ペ ー ス(幅)が 狭 い

2年 ・男 何 を どう置 いて も窓 がふ さがる

2年 ・女 家具 と家具 の隙 間をど うす るか

て」,「寝具 に関 して」,「コ ンセ ン トに関 して」,「備

え付 け家具 に関 して」,「部 屋 の間取 りに関 して」,

「イ ンテ リアに関 して」 の6っ に分類 した.配 置決

定 の際 の問題 点は,事 前 に配置計画 を考 え ることに

より改善で きるものも多数あ ることが うかがえ る.

5.2.6家 具の配置替 え

現在 の部屋 に入居 してか ら,配 置替 えを行 ったか

31人 の回答者 の うち30人 に尋ね た.全 体 では,53.3

%の 学生が配 置替 えを 「した」 と答 えた.配 置替え

を した理 由は,「 気分 転換 に なるか ら」,「配置替 え

が好 きだか ら」 という回答が 目立 った.

5.2.7地 震対策

現在の配置が地震 に配慮 した配置 にな って いるか

尋ねた ところ,83.9%が 「いいえ」 と回答 した.「 い

いえ」と回答 した学生の大半が 「考えたこともなか っ

た」 と答 えてお り,1人 暮 らしの大学生 は,地 震 に

対す る対策への意識があ まり高 くない と考え られ る

(本調 査 は熊 本地震 以前 の調査 であ るため,異 な る

結果が 出る可能性があ る).
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5.2.8動 線

動線 を考 えた配置 に な って いるか尋 ねた と ころ,

53.3%の 学 生が 「はい」 と答 えた.中 には,「動 線」

とい う言葉 を知 らない学生 もいたが,動 線 の確保を

意識せ ず とも,「 ベ ラ ンダに出やす い よう な配置」

や 「人が通 りやすい よう家具を壁側 にまとめた」 な

ど,結 果的 に動線 を確保 した配置 にな ってい る部屋

が多か った.

5.2.9イ ンテ リアへの こだわ り

イ ンテ リアへ のこだわ りが あるか尋 ねた と ころ,

58.1%(18人)が 「ある」 と答 えた.具 体的 には,

カラー コーデ ィネ ー トに関す る ことが 多 く,「色を

統一 させた」 などが挙げ られた(表5).

また,イ ンテ リア に こだわ りが 「な い」 また は

「どち らで もない」 と回答 した学生 の中には,「 本当

は こだわ りたいが,イ ンテ リアの ほとん どが兄弟か

らのお下 が りのた め,こ だわれ なか った」,「学生 の

うちは安 い物 で良い と考えて いたが,お 金 があ った

らもっとこだわ りたい」 などの意見がみ られた.

表5イ ンテリアへのこだわり

4年 ・男 茶色で統一(し か し,食 器棚だ けは黒か 白

しか なく,暗 い色 ばか りはよくない と親か

ら言われ 白になった)

4年 ・男 雰 囲気 を統一 したい.現 在 は家具 を白と茶

色 で統一

4年 ・男 1年 次の好みで派手な色 は使 わない,や さ し

い温かみ のある色

4年 ・男 生協で買 った もの に合わせた

4年 ・男 白で統一

4年 ・男(2) 色への こだわ り

4年 ・女 明 るめの色

4年 ・女 色 をで きるだ け統一 させ る

4年 ・女 シンプル なものに した

4年 ・女 色 ピンク系 ・茶色(で 揃 える)

2年/4年 ・女 色 をそ ろえる

3年 ・男 カ ー ペ ッ トの 色 ・緑 とベ ッ ドの模 様 ・小 鳥

で"自 然"を イ メー ジ,座 椅 子 座 りや す い

2年 ・男 基本ブ ラウンで統一

2年 ・男 ベ ッ ドの大 きさ

2年 ・女 白よ りも茶色 ・木 目調 を選ん だ

カラー コーデ ィネー トを気 に した ことがあ るか尋

ねた と ころ87.1%が 「あ る」 と回答 した.イ ンテ リ

アの こだわ りと重複す るものが あ るが,「 家具 の色

を統一一した」 とい う回答が大半で あ り,回 答 の中で

最 も多 か った 色は 「茶 色」 で あ った.「 茶 色」 で ま

とめ た理 由は,「 落 ち着 く色 だか ら」 とい う回答 が

ほ とん どであ った.床 や壁,天 井 の色 にっ いて コー

デ ィネー トす ることはあ まり意識 されてい なか った.

室 内の観 察か らは,男 子は 「茶 色」 や 「黒」,「黄

緑」 など,同 系色 でほ とん どの イ ンテ リアを統一 し

て いるのに対 し,女 子は,男 子 と同様 に同系 色で イ

ンテ リアの色 を統 一 した上で,「 赤」や 「オ レンジ」,

「ピンク」 など,ア クセ ン トにな る色 の イ ンテ リア

を カーペ ッ トや座椅子等で使 い室 内に変化 を持たせ

て いるケース も見 られた.

5.2.10部 屋の総合評価 と今後活か した いこと

現在 の部屋 を総 合的 に評価 して満 足 してい るか,

「1不 満」 か ら 「5満 足」 の5段 階評 価で尋 ねた.

全体 の平 均は3.3と な り,「4や や満足 」 と答 えた学

生が最 も多 く,48.4%で あ った.

また,「5満 足 」 と答 えた学 生 をのぞ き,現 在 の

部屋の不満 な点 にっ いて尋ねた ところ,「収納 スペー

スが少 ない」,「部屋 が狭 い」 などが挙 げ られ た.

学生時代の1人 暮 ら しの経験が今後 の生活 に活用

で きるか尋ねた ところ回答者全員が 「応用 した り活

か した りで きると思 う」 と した.具 体的 な内容 は,

「物 の購入 を コン トロールす る」 との回答が 目立っ.

部屋の広 さや収納 スペースが十分で ないこととも関

連す るもの と思われ る.ま た部屋 を選択す る際 に関

わ る部屋の形状や部屋 の方角 にっ いて今回 の経験 を

生か した いとの回答 も見 られた(表6).

表6今 後活用できる1人 暮らしか ら得た経験

4年 ・男 下見に行 く・立地を確認する

4年 ・男 買う前にどこに何を置 くか設計を考える

4年 ・男 部屋の構造を考えて角部屋 ・外から見えな

い ・ベランダに日が当たる ・広い部屋を選

ぶ

4年 ・男 必要なものを買う,次 は自分でインテリア

を選びたい,家 具の高さなど統一感を考え

たい

4年 ・男 収納スペースを考えて物を買う

4年 ・男 次の最初の配置に工夫できる,1人 で模様

替えをするのはきついので,次 の家で考え

たい

4年 ・女 家具の選び方,部 屋の形で家具の配置が決

まる(正 方形の部屋が良いと思 う)

4年 ・女 部屋を安易に決めすぎたので複数の不動産

で探す,値 段にとらわれず長 く使える家

具 ・インテ リアを選びたい

4年 ・女 広い部屋を探そうと思 う

4年 ・女 長方形の部屋 ・押 し入れが大きく脱衣所が

ある部屋を探す

4年 ・女 統一感を考えたい,必 要なものだけを買う
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4年 ・女 物を買いすぎない,人 任せにしてしまって

色がバラバラなので統一感 を考えたい

4年 ・女 ベ ッ ドは 土 台 が しっ か りして 高 さが あ り安

定 性 の あ る もの を買 う,ス トレス が た ま ら

な い よ うに 過 ごす 工 夫,物 を少 な く した い

4年 ・女 もっとおしゃれにしたい

4年 ・女 雑誌などを見て計画的にイメージを考える

4年 ・女 家探しでは風呂 トイレ別 ・南向きを重視し

たい,立 地はちょっと高くても毎 日過ごす

場所なので学校から近いなど便利な場所を

選びたい

4年 ・女 棚はもっと大きいのを買 う,具 体的にどこ

に何を置くか決めてから家を探す,日 の入

り方をよく考える,家 選びの際は壁も重要

3年 ・男 2段 ベ ッドは使いにくいのでやめる

3年 ・女 節約のためにもクーラーだけでなく扇風機

を掃除して使 う,物 を買いすぎない

2年 ・男 配置の仕方,コ ンセントの位置確認する

2年 ・男 棚 を コ ンパ ク トに して ソ フ ァー を大 きい も

の に した い

2年 ・女 棚はコンパク トにできる組み立て式を買っ

たが,今 後も組み立て式を買お うと思 う

2年 ・女 収納有 り,広 い部屋を選ぼ うと思 う

5.2.11現 地調査か ら確認で きた家具配置

現地調査で撮影 した写真 と家具配置の記録を もと

にインテ リアや家具配置の実態 にっいて報告す る.

観察で きたすべ ての部屋が フ ロー リングであ り,

畳敷 きの部 屋 はなか った.一 部 のケー スで,暑 い時

期 に御座を使用 してい るものがみ られた.

就寝 スペースは,布 団の使用が7件 あ り多 くがベ ッ

ド(一 部 に折 り畳みベ ッドや ロフ トの使用あ り)を

利用 していた.狭 いスペースにサイズの大きいソファー

を配置 して余剰スペースが なく部屋が使 いに くくなっ

てい るものや,収 納家具 を使用 して いないため床 に

物が散乱 し室 内での転倒の危険があ るもの も見 られ

た.ま た,室 内の入 り口か らベ ッ ドを また ぎテー ブ

ルを利用す るとい う使いやす さを考えてい ない配置

も1例 み られた.地 震 災害 にっ いて考 える と,棚 の

上 に小物 を並べ てお り,棚 の転倒 によ り小物 が散 乱

塾一繍 嵩1

写真 単身大学生の住 まいの一例

しケガの恐れがあるものが複数み られたが,概 ね無

難に家具を配置 していた.室 内に洗濯物干 し具を置

いているケースが複数見 られ,限 られたワンルーム

のスペースの使い方に工夫が必要であることも確認

できた.

6.ま とめ

インテリア計画の実践例として,1人 暮 らしの大

学生の住まいを調査すると共に,高 等学校家庭科住

居領域で学習 した内容にっいて実態を把握 した.

高等学校家庭科住居領域での学習は,イ ンテ リア

計画等に関する授業が行われていたと記憶 している

回答者は一部であった.

1人 暮 らしの大学生は主として,家 族等から情報

を得て部屋作 りを行っていた.部 屋の満足度は平均

すると5点 満点中3.3点 という結果であ ったが,約

半数は概ね満足 していた.し かし,家 具を配置する

際には部屋の寸法や家具の計測を実施 しない学生も

おり,家 具配置にあた っては紙等を用い事前にイメー

ジしていないことも確認できた.結 果として,家 具

の配置を決める際に家具の高さが揃わないことやベ ッ

ドの配置を決定することが難しかったことにっながっ

たものと思われる.1人 暮 らしなので,家 具の量は

総 じて多 くないと思われるが,部 屋を広 くみせる家

具の配置やカラーコーディネー トなどの知識がある

と室内で過ごす時間の満足度も一一層高まると思われ

る.防 災に対 しての備えは不十分であることがうか

がえる.地 震発生を想定 した安全な住まい方にっい

ては中学校家庭科で扱 ってお り,高 校家庭科の授業

で扱うことにより防災意識も向上 し将来の住まいの

選択の際にも安全な住まい方に対する知識が定着す

ることが期待できる.

高校家庭科の授業では,主 に家族を対象とした住

まい方の学習を行い,1人 暮らしの住まいづくりは

扱 っていない学校が多いものと思われる.既 往研究

からもインテ リアデザインは生徒のニーズは高いも

のの授業で扱 っているケースは限定的である.高 校

を卒業 し1人 暮 らしをす る生徒がいることを想定

すると,1人 暮らしの住まいを題材としてカラーコー

デ ィネー トや防災の視点から家具配置等を考えるな

どの内容を高校家庭科の授業に取り入れることを検

討する意義はあるものと考える.
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